
地域包括ケアシステム構築の具体的な実践例から
病院・老健・特養・小多機・看多機・住まい系の
機能強化と融合の実践事例に学ぶ新たな経営戦略
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“竹重俊文”の2021年改革を克服する介護事業戦略セミナー 申込書4月26日（金）

申込日　　平成　　　年　　　月　　　日 FAX.03-6228-5996

ＨＭＳ会員の方は､会員区分に　を付けて下さい。
□ 法人会員   □ 個人会員   □ 購読会員
※参加料は　　　　月　　　日送金します。
※入金照合のために口座名義を下記にご記入ください。 
振込名義　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
振込先:三井住友銀行　本店営業部　普通預金　７５７７１６２　
名義：ホケンイリョウフクシサービスケンキュウカイ

Ⅰ.社会保障制度改革の方向の再確認
　　1. 2015年の高齢者介護（2003年6月報告）　～地域包括ケアシステムの提唱～
　　2. 社会保障制度改革国民会議（2013年8月報告）　～病院・施設完結から地域完結～
　　3. 2020年診療報酬改定、2021年介護報酬改定を展望する

Ⅱ.同時改定の検証と次期改定対策　「選択と集中」
～連携しない病院・介護施設・居宅事業所は撤退へ～
　　1. 自立支援と重度化防止への対応＝リハ計画書は全職種・サービスで活用
　　2. アウトカム（結果）評価への対応＝標準化（看護・リハ・介護・ケアマネ）キャリア段位148活用

Ⅲ.医療と介護と地域をつなぐシームレスケアの実践例
　　1. 同一法人・グループ内の連携強化によるシームレスで病院・施設・居宅が増収・増益
　　2. 市区町村内（地域内）法人連携におけるシームレスで
　　　 在宅支援機能のない法人（病院・老健・特養）と病院・老健等のない法人の機能強化
　　　　　～開設4か月で単月収支黒字化、6か月で月収入800万・利益180万（年間2,000万）～

Ⅳ.老健の役割を理解すると増収・増益！
　　1. 稼動率アップ（98％）、ベッド単価アップ（一般床で16,000円以上）
　　2. 長期入所の在宅復帰・在宅療養支援のポイント＝居宅サービスと一緒に退所支援（30日前）
　　3. 通所リハ機能強化は入所時からの関わり＝入所のアセスメント・ケアプランがポイント
　　4. 訪問リハの強化必須＝連携は訪問系サービス
　　5. 小人員で稼働できる方法　リピーター確保と標準化（看護・リハ・介護・ケアマネ一体型）

Ⅴ.小多機・看多機は病院・老健と特別な関係を築く
　　1. 病院・老健の退院・退所支援に関わる＝病院・老健・特養を知る・退院・退所提案する
　　2. 中重度者・医療的ケアの必要な方を積極的に居宅・住まい系に受け入れる。
　　3. 職員は訪問のできる・医療的ケアのできる職員育成・配置。キャリア段位レベル４必須

Ⅵ.正しい「住まい系」の活用法
　　1. サ高住・住宅型は介護付ではない　
　　2. 課題は、中重度者・医療的ケアの住まいの確保。自立・要支援者は不動産関係が対応する。

Ⅶ.人材育成・確保＝現場が楽になり、やりがいを持てる現場づくり
　　1. 法人理念・組織・ビジョン等目指す方向を一般職に示す・周知する。 2. 外国人の受け入れ対策は、早急に現場職員の標準化を！
　　3. 現場指導（指導者）の統一    4. 離職を防ぐ！根拠ある基礎的な介護技術（看護・リハ・介護・ケアマネ標準化）

“竹重俊文”の2021年改革を克服する介護事業戦略セミナー

全国の経営トップ・スタッフと信頼を築き、成長発展する法人経営の成功事例を豊富に持つ”竹重俊文氏”が徹底解説！！

～本格的な審議が始まる２０２０年診療報酬改定や2021年介護保険制度改正の方向性を展望すると共に
　　　　　　　　     最大の課題である人材確保の進め方と事業経営を担う経営幹部・管理者育成法を解説指導～

本格的に社会保障制度の持続可能性が問われる「2040年問題」に急がれる政府の「2040年改革ビジョン」への対応を展望する！！
２０２５年改革シナリオの中間点となる2019年以降に求められる医療・介護・障害事業の一体改革と融合の具体策を分かりやすく指導！！

講　師

開催日

会　場

保健・医療・福祉サービス研究会  地域包括ケア推進指導講師
一般社団法人地域ケア総合研究所　所長 竹重  俊文氏

参加のご案内
　２０２５年の地域包括ケアの実現のために、２
０２５年改革シナリオに基づく制度・報酬改定な
どの改革が進められてきました。そのような中、
竹重俊文氏は、早くからその必要性を感じ、長
年の行政や医療、介護、障害事業経営の豊富な
経験を基に医療・介護・福祉事業を地域包括ケ
アの拠点施設として医療・介護・障害の融合の
あり方を導き、優秀な地域包括ケアシステムの
全国モデルを多数築いてこられました。本セミ
ナーでは、急がれる「2040年改革ビジョン」を
見据え、目前の２０２０年診療報酬改定、2021
年介護保険制度報酬改定への対応と共に、地
域包括ケアシステム構築について、実践事例
を交え分かり易く指導いただきます。どうぞ、法
人内の医療・介護・障害事業の融合を進め、望
ましい地域包括ケアシステム構築を考えられ
る経営幹部や管理者の皆様方のご参加をお待
ち申し上げます。

 
〒104-0061　東京都中央区銀座7-2-22　銀座同和ビル2F　TEL：03-6228-5995   FAX：03-6228-5996   E-mail：info@hifsk.co.jp

開催1週間前を過ぎたキャンセルのお申し出は受付かねます。その際は、代理でのご出席をお願いするか、または自動的に「CD受講」へお切り替えとなります。ご注意

 銀座同和ビル2F（HMSセミナールーム）
東京都中央区銀座7-2-22　TEL 03-6228-5995

4月26日㈮ PM1:30～PM5:30平成31年

※希望の方は□を付けてください。　□ CD受講希望　□ 無料個別相談

参加料
23,134円HMS会員（法人・個人会員）

【税込】

（21,420 円   1 ,714円）
本体価格 消費税

24,419円（購読会員） （22,610 円   1,809円）
25,704円 一　　  般 （23,800 円   1 ,904円）

円員 人 ） ）
円） ）
円 ）

※参加料には資料・コーヒー代を含みます。


